
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

経済産業省 健康経営啓発チラシより抜 

昨今、経営戦略の一環として取り組む「健康経営」が注目されています。 

「健康経営」とは、社員の健康を重要な経営資源と捉え、社員の健康の維持・増進と、企業の生産性向上を目指す経

営手法のことです。 

 これまで社員の健康は、社員が自ら気を配るべきものとされてきました。しかし、生産年齢人口の減少など社会環境

の変化が、企業に変化を迫りつつあります。健康経営の実践により企業が社員と連携を密にして健康づくりに取り組む

ことで、社内の活性化・社員のモチベーションアップなどによる生産性の向上が期待できるとともに、社内外にその取組

を積極的に発信することで、企業のイメージアップ・リクルート効果が見込めます。   

しかし、健康経営は「何から始めればよいかわからない」という企業がほとんどです。そこで、健康経営実践のポイント

を５つご紹介します。 

 

 

 

 

① 「健康宣言」を発信しましょう。 

経営者が健康経営に取り組むメッセージとして、「健康宣言」を発信します。経営者を先頭に健康経営

を推進することで、従業員の参画意識を高め、社員を大切にする会社であることをアピールする機会に

なります。協会けんぽ島根支部では「ヘルス・マネジメント認定制度」という健康宣言を支援する事業

を実施しています。是非活用しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 事業場ごとに健康づくりの担当者を決めましょう。 

担当者に研修実施や、知識・ノウハウを持つ外部人材を活用することも有効です。 

 

健康経営を始めましょう！～実践のポイント～ 

全国健康保険協会（協会けんぽ）島根支部のヘルス・ 

マネジメント認定制度にエントリーするとサポートが充実！ 
（全国健康保険協会島根支部 ヘルス・マネジメント認定制度資料より抜粋） 

 

 

※「健康経営」は、NPO 法人 健康経営研究会の登録商標です。 

健康経営実践に向けた５つのポイント 



③ 健康診断を受診しましょう。 

自社の健康課題を把握するために、全社員が定期健診、40歳以上の社員はメタボ健診を受診することを

目指しましょう。経営者や健康づくり担当者は、定期健診の重要性の発信や受診勧奨を実施して、受診率

の向上を図りましょう。 

 

④ できることから始めましょう。 

健康経営をうまく推進している会社は、できることから始めています。例えば、意識的に階段を使う、食

事は野菜から食べ、血糖値の急な上昇を防ぐといった事から始めれば良いのです。島根県の実施している

「しまね★まめなカンパニー」は、できることから始め、徐々にレベルアップできる仕組みなので、是非

活用しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 定期的に取組を見直しましょう。 

取り組みの定期的な見直しも必要です。うまくいっていることはレベルを上げ、取り組みを増やしたり

しましょう。うまくいっていないことは、早期に見直しを図ることが必要です。こうしてＰＤＣＡサイ

クルを回すことで、取り組みの底上げや、継続的な取り組みが可能になります。そして、経済産業省が

制度設計し、特に優良な健康経営を実践している法人を顕彰する「健康経営優良法人」認定を目指すこ

とも可能になります。以上が５つのポイントです。 

 

 

しまね★まめなカンパニーに登録して、できることから始めよう！ 

（島根県 しまね★まめなカンパニー資料より抜粋） 

健康経営優良法人にチャレンジする企業は

年々増加しています！ 

（経済産業省 第 22 回健康投資 WG 資料より抜粋） 

 

 

～アクサ生命からのメッセージ～ 
健康経営は決して敷居の高い取り組みではなく、今日からでも実践可能です。しかし、自社内での実践が難しい点もある

でしょう。その時は、外部人材をうまく活用しましょう。 
アクサ生命は、平成 29 年 12 月に島根県と県民の健康づくり、健康経営推進に関する連携協定を締結し、県内企業の

健康経営実践をサポートしています。同社社員は、「健康経営アドバイザー」を取得し、健康経営の専門知識や、健康経営
の培ったノウハウにより、各企業の健康課題を抽出し、実践を支援するとともに、取り組みの進んでいる企業には、健康経営
優良法人認定の取得をサポートするサービスを実施しています。こうしたものをうまく活用しながら、健康経営を実践すること
で、新たな人材マネジメントとして貴社の生産性向上に寄与することが期待できます。いまこそ、健康経営を始めましょう。 
 

作成：アクサ生命保険株式会社 


